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                                                                                  「黒色」を塗ること。
基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－１
　　平成16年度 基盤研究(A･B･C)(一般)研究計画調書(新規)
	注１. 別途平成16年度基盤研究(A·B·C)(一般)研究計画調書作成·記入要領(鶯色)を参照してください｡
注２. ※印の欄は研究機関において記入してください｡
	※機関番号
	

	
	※整理番号
	

	基盤研究
	A・B・C
	研 究
	(１)･(２)
	審査区分
	一 般
	
	
	

	審査
希望
部門
	分　野
	分　科
	細　　　　目
	細目番号(4ｹﾀ)

	
	数物系科学
	　天文学
	　天文学
	　４２０１

	
	分割番号
	総合･新領域
	Ａ  ･  Ｂ
	   分割番号が付されている細目を選択した場合,
    どちらかに必ず○を付すること(「作成･記入要領」３.を参照)

	
	
	基盤研究（Ｃ）
	１  ･  ２
	

	　ふ　り　が　な　
	しばた　かずなり
	所属研究機関
･部局･職
	京都大学大学院理学研究科
教授

	研究代表者氏名
	柴田 一成

                           印　
	
	

	研究課題
	電磁流体力学による太陽活動の統合シミュレーション



	
	年　度
	研究経費
（千円）
	使　　用　　内　　訳　　（　千　円　）

	研究経費
	
	
	設備備品費
	消耗品費
	国内旅費
	外国旅費
	謝　金
	その他

	
	平成16年度
	5196
	996
	800
	400
	600
	400
	2000

	千円未満の
	平成17年度
	8198
	1998
	800
	400
	600
	400
	4000

	端数は切り
	平成18年度
	6500
	0
	800
	400
	600
	400
	4300

	捨てる
	平成19年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	総　計
	19894
	2994
	2400
	1200
	1800
	1200
	10300

	 研 究 組 織　(研究代表者及び研究分担者) (研究分担者も､本研究計画に常時参加する者です｡)

	氏 名(年齢)
	所属研究機関·部局·職
	現在の専門
	学 位
	役　 割　 分　 担
(本年度の研究実施計画に対する分担事項)
	平成16年度
研 究 経 費
	ｴﾌｫｰﾄ

	柴田一成(49)

横山央明(37)

永田伸一(32)

田沼俊一(32)

	京都大学・大学院理学

研究科・教授
東京大学・大学院理学

研究科・助教授

京都大学・大学院理学

研究科・助手

日本学術振興会特別研究員（PD）
	太陽宇宙プラズマ物理学
太陽物理学

太陽物理学

理論太陽物理学
	理学博士
理学博士

理学博士

理学博士
	フレア・コロナ質量放出－惑星間磁場・衝撃波統合コードの開発とシミュレーション及び観測データとの比較
磁場浮上－エネルギー蓄積統合コードの開発とシミュレーション
統合コードによるシミュレーションと観測データとの比較
エネルギー蓄積－フレア・コロナ質量放出統合コードの開発とシミュレーション

	５１６０(千円)
	７０(％)

	 合計　４　 名　(うち他機関の分担者　２名)
	 研究経費合計(研究(１)のみ該当)
	５１６０
	

	基盤研究(A·B·C)
	研究機関名
	京都大学大学院理学研究科
	研究代表者氏名
	柴田一成


基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－２
｢研究計画最終年度前年度の申請｣(公募要領13頁を参照)として新規申請する場合のみ記入
	 研究計画最終年度前年度の申請の概要

     研究代表者として行っている特別推進研究及び基盤研究のうち研究期間が４年以上で､かつ､平成16年度が最終年度に当たる研
     究課題の当初研究計画及びこの研究によって得られた新たな知見等の研究成果について具体的かつ明確に記入してください｡

	研究種目名
	審査区分
	課　題　番　号
	研　究　課　題　名
	研　究　期　間

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	平成　年度～
   　平成16年度

	 特別推進研究又は基盤研究による研究計画及び研究成果
 研究計画最終年度前年度の申請をする理由


基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－３
	 研　究　目　的
       　①科学研究費の交付を希望する期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか､
       　②当該分野におけるこの研究(計画)の学術的な特色·独創的な点及び予想される結果と意義､
       　③国内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ､
       　④平成16年度において継続して科学研究費補助金以外の研究費（他府省･地方公共団体･研究助成法人･

     民間企業等からの研究費）の助成を受ける場合は､当該継続研究課題と本研究課題との相違点､
       　について焦点を絞り､具体的かつ明確に記入してください｡

	１）何をどこまで明らかにしようとするのか、
わが国の人工衛星「ようこう」の活躍により、フレアのエネルギー解放が磁気リコネクションによることが確立された。さらに、地球磁気圏ストームにとってはフレアよりも重要とされるコロナ質量放出も、物理的にはフレアと類似の磁気リコネクションにともなう現象であることが判明した。しかしながら、フレア・コロナ質量放出のトリガー機構やエネルギー蓄積機構については、ほとんど解明されていないし、フレアから惑星間衝撃波に至るまでのセルフ・コンシステントな物理モデルはまだない。そこで本研究では、近未来の「宇宙天気予報」の基礎を築くという観点から、磁束浮上からフレア・コロナ質量放出、惑星間衝撃波まで含む太陽活動統合コードの開発を目指す。

２）特色・独創的な点および予想される結果と意義、
以上の目的を達成するためには、以下の物理を解明する必要がある:

1) 太陽内部のダイナモ領域で作られた磁場がいかに表面に浮上してくるか、という磁場浮上の物理、２）浮上してきた磁場がいかにして磁気エネルギーを蓄えるか、というエネルギー蓄積の物理、３）蓄えられた磁気エネルギーが何をきっかけにして、磁気リコネクションという爆発的エネルギー解放に至るか、というトリガー機構とリコネクション・ダイナミックスの物理、４) さらに、爆発にともなって発生したコロナ質量放出（磁気雲）と衝撃波がいかにして地球まで伝播してくるか、という磁気雲や衝撃波の伝播の物理。以上の物理過程は、太陽対流層から太陽風にいたるまで、磁気流体過程だけをとっても、時間スケール１秒 ～１ヵ月、空間スケール １km ～１億km、という幅広いダイナミックレンジをもつ。したがって、これら一連の過程をセルフ・コンシステントに解くのは容易ではない。本研究では、上記の部分統合コード(例えば、コロナ質量放出と惑星間衝撃波伝播の統合)の開発をまず目指す。次に、全段階をひとつの統合コードで解くのではなくて、各段階毎に最適なコードとグリッドで解き、各段階毎のデータの結合手段(データフォーマット、データのリマッピングの方法)を作る。このようにして統合コード(正確にはコード・システム)の完成を目指す。同時に観測的可視化コードの開発も目指す。フレア・コロナ質量放出は天体フレア活動のプロトタイプと言え、天体フレア活動現象の研究にも大きな寄与をするであろう。

３）国内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ、
太陽フレア(熱伝導、彩層蒸発を含むMHDモデル)および磁束浮上の数値シミュレーションに関しては、我々のグループが一歩抜きん出ている。地上観測、スペース観測ともに日本の太陽観測陣は充実しており、シミュレーションの初期条件、境界条件に必要な観測データはただちに手に入るし、結果のテスト(観測との比較)を行う体制もできている。2004年には京大太陽磁場活動望遠鏡が完成し、2006年には世界最高分解能で磁場を観測する Solar B 衛星が打ち上げられる予定である。今、統合コード開発とそれによるシミュレーション研究を推進することは、これらの観測プロジェクトを成功に導くためにも、きわめて重要であり、タイムリーである。
４）他府省等で実施中の各種研究事業との関係
柴田(研究代表者)と横山(研究分担者)は、2000-02年度実施の科学技術振興事業団 計算科学技術活用型特定研究開発推進事業「宇宙シミュレーション・ネットラボラトリーシステムの開発（代表：松元亮治千葉大教授）」（平成12-13年度分研究経費4122千円）に研究分担者として参加し、天体フレア現象の熱伝導と磁気リコネクションを含む磁気流体数値シミュレーションおよびシミュレーション結果の観測的可視化に関する研究を行った。本研究はその延長上にある。



	基盤研究(A·B·C)
	研究機関名
	京都大学大学院理学研究科
	研究代表者氏名
	柴田一成


基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－４
	 従来の研究経過･研究成果　〈Ⅰ及びⅡを区別するため､Ⅰを記入後は点線を引いて分けてください｡〉
    Ⅰ． この研究課題又はこれに密接に関連した研究課題で､研究代表者が従来受けた科学研究費補助金の研究種目､期間
　　   (年度)､研究課題名､研究経費を記入のうえ､それぞれの当初の研究計画､研究経過及び研究成果等について､具体的
　　 　かつ明確に記入してください｡
　　Ⅱ． Ⅰ以外で､この研究課題又はこれに密接に関連した研究課題で受けた､科学研究費補助金以外の研究費(所属研究
　　   機関より措置された研究費､他府省·地方公共団体·研究助成法人·民間企業等からの研究費を含む｡)におけるそれ
ぞれの研究経過·研究成果等について､名称､期間(年度)､研究課題名､研究者(研究代表者又は研究分担者)氏名､研究
経費を記入のうえ､具体的かつ明確に記入してください｡

	I. 科学研究費

1) 文部省科学研究費総合研究Ａ、平成３年－４年、「活動的天体における磁気流体現象の理論的研究」、代表：柴田一成、経費：５８０万円
天体における磁気流体不安定性、磁気的宇宙ジェット加速機構、磁気リコネクション、などの課題に関して、分担者とともに小研究会を何度も開いて、研究交流、共同研究を推進した。その結果とくに、「ようこう」太陽観測衛星による太陽コロナにおける磁気リコネクションの観測的研究と関連する数値シミュレーション研究が大きく発展した。その代表的な研究成果は、横山・柴田による太陽コロナジェットの磁気リコネクション・モデルである(Yokoyama and Shibata 1995)。

2) 文部省科学研究費基盤研究 C、平成１４年－１６年、「太陽フレアの発生機構とガンマ線バーストへの応用」代表：柴田一成、経費：３２０万円(平成１４年度)
この研究では、わが国の太陽X線観測衛星「ようこう」や京大飛騨天文台で観測された世界第１級の太陽観測データと、大規模電磁流体数値シミュレーションを駆使することにより、フレア発生のエンジン部分である磁気リコネクションの物理(開始条件など)の解明をねらった。同時にその成果を、ガンマ線バーストや関連現象に応用した。フレアにおけるリコネクション・レイトの観測的導出(Isobe et al., 2001)や、ガンマ線バーストのエンジンに位置すると考えられる回転ブラックホールから発生するジェットのシミュレーション(Koide et al., 2002)などの成果をあげた。

---------------------------------------------------------------------------------------
II. その他の研究費

1) 日本学術振興会日独協同事業共同研究、平成６年－８年、「無衝突プラズマ中における磁力線再結合過程の研究」、代表：寺沢敏夫・東大教授、分担：柴田一成ほか、経費：３３０万円
筆者は、寺沢敏夫、M. Scholer とともに、太陽フレアと磁気圏サブストームの比較研究を推進した(Terasawa, Shibata, Scholer 2000)。また横山央明とともに熱伝導を含む磁気リコネクションの数値シミュレーションを世界で初めて行ない、カスプ形状のフレアの構造を説明するのに成功した(Yokoyama and Shibata 1998, 2001)。

2) 日本学術振興会日米協同事業共同研究、平成１２年 －１４年、「太陽コロナと地球磁気圏における磁気リコネクション」、代表：柴田一成、経費：５０６万円
筆者は、K. Nishikawa (米国側代表：ラトガース大)、町田忍(京大理地球物理)らと共に、太陽コロナと地球磁気圏における磁気リコネクションの観測データの詳細解析、磁気流体(MHD)、粒子シミュレーションを活用した太陽フレアとサブストームの物理的解明を進めた。この共同研究の結果、地球磁気圏サブストームで dawn-dusk (朝夕)非対称性として知られていた現象と類似の現象を、太陽コロナにおける巨大アーケードでも発見した(Isobe, Shibata, Machida 2002)。
3) 民間等との共同研究、平成１３年、「宇宙天気予報の基礎としての太陽面爆発予報用ソフトの開発」、代表：柴田一成、経費：３９７万円
本共同研究は、民間の宇宙探査機や民間人宇宙飛行士が日常的になるであろう近未来に備えて、京大附属天文台と千里国際情報事業財団が共同で、宇宙天気予報の基礎となる太陽面爆発の予報用ソフトの開発を目指した。予報用ソフトの基礎となる、観測データ解析用ソフト、フレア・コロナ質量放出の2次元電磁流体数値シミュレーション用ソフトなどを開発した。




基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－５
	 準備状況等　〈Ⅰ～Ⅲを区別するため､点線を引いて分けてください｡〉
      Ⅰ．この研究課題の準備状況等について､焦点を絞り､具体的かつ明確に記入してください｡
      　　なお､この研究課題に密接に関連した研究課題の成果を発展させる場合は､そのことについて記入しても差し
　　　 支えありません｡
      Ⅱ．研究を実施するために､使用する研究施設･設備等､現在の研究環境の状況について記入してください｡
      Ⅲ．海外共同研究者がいる場合の相手国研究者との連絡調整の状況など､研究着手に向けての状況について記入し
　　　 てください｡

	「ようこう」衛星による太陽フレア・コロナ観測は太陽研究を一新した。また、外国の SOHO 衛星、TRACE 衛星による太陽観測を「ようこう」と相補的な役割を果たし、コロナ質量放出やコロナ衝撃波など太陽ー地球間現象の間をつなぐ観測データを次々と生み出している。１９世紀には無関係とされた太陽活動と地球磁気嵐現象の間がついに観測データでつながったのがこの５年のことである。一方、その間、磁気流体(MHD)シミュレーションの技術、コンピュータの能力は長足の進歩を遂げ、上述の観測の進歩と競合できるところまできた。以上の状況を正しく認識し、しかも「宇宙天気」の予測が必要という社会の要請に答える責任も視野にいれて、太陽活動統合コードの開発という着想に至った。
MHDシミュレーションに関しては、天文分野では、筆者らは世界的に見てもパイオニアである。実際、降着円盤から噴出する宇宙ジェットのMHD数値シミュレーションに世界ではじめて成功したのは筆者らである(Uchida and Shibata (1985) PASJ 37, 515, Shibata and Uchida (1986) PASJ 38, 631）。このようなわれわれ自身が開発したパイオニア的天体用MHDコードとそれを使いこなす経験(ノウハウ)を武器に、これまで我々は外国の太陽物理学者にできないような研究をいくつか成し遂げることに成功した。とりわけ、1991年に打ち上げられた太陽観測衛星「ようこう」によるフレアやジェットのX線観測とMHD数値シミュレーションとの連係プレー(Yokoyama and Shibata  (1995) Nature 375, 42、Yokoyama and Shibata (1998) ApJ 494, L113) は国際的にも高く評価されている。この功績により、横山は1998年度天文学会奨励賞を、柴田は 2001年度天文学会林忠四郎賞をそれぞれ受賞した。本研究は、このような我々の過去の実績と、我々を取り巻く日本の太陽物理学研究の実績の延長上にある。2006年には次期太陽観測衛星 Solar B が打ち上げられる予定であり、打ち上げ前の観測プログラム最適化のためのシミュレーション、打ち上げ後の観測データ解析支援という点からも、本研究はタイムリーな企画である。

%




	 研究組織を研究（１）で組織する理由等 （公募要領８～９頁を参照）
　　研究代表者と異なる研究機関に所属する研究者を研究組織の人数の1/2を超えて研究分担者として加える場合には①当
　該研究の特殊性及び②当該研究の遂行上､研究(1)の組織形態でなければならない理由を必ず記述してください｡
　　また､研究代表者と異なる研究機関に所属する研究者を研究分担者として加える研究であって､例えば､遠隔地に所在す
　る研究機関において実施する一定規模の分担研究など､研究分担者に研究費の一部を配分しないと研究遂行上大きな支障
　がある場合には､研究費の一部を配分しなければ分担部分の研究実施が困難な理由を必ず記入してください｡

	

	基盤研究(A·B·C)
	研究機関名
	京都大学大学院理学研究科
	研究代表者氏名
	柴田一成


基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－６
	 研究計画･方法 　〈平成16年度の計画と17年度以降の計画に分けて記入してください｡
　　　　　　　　　　　　また､Ⅰ及びⅡを区別するため､Ⅰを記入後は点線を引いて分けてください｡〉
  Ⅰ.研究目的を達成するための研究計画･方法について
①研究代表者·研究分担者の相互関係(役割分担状況)も含めて研究計画・方法を具体的に記入してください｡
また､②特に初年度については､例えば、主要設備(現有設備を含む)との関連、旅費については調査予定地域や実施体制､また､研究支
援者雇用費については人数や支援の内容など、経費と研究計画との関連性についても記入してください｡③設備備品費又は研究支援者
雇用費が各年度の申請研究費の90%を超える場合(公募要領11頁を参照)には､これらの費用に重点をおかなければならない理由を記入
してください｡さらに､④海外共同研究者(公募要領７～８頁を参照)との共同研究を含む場合には､その必要性及びこれらの者とどのよ
うに共同して研究を実施していくのかについて記入してください｡
  Ⅱ.生命倫理･安全対策等に関する留意事項（該当者のみ）
①ヒトの遺伝子解析研究については､ヒト由来試料等の提供者､その家族·血縁者その他関係者の人権及び利益の保護の取扱いについ
て十分配慮する必要があること､②相手方の同意·協力や社会的コンセンサスを必要とする研究課題又はアンケート調査等を行う研究
課題については､人権及び利益の保護の取扱いについて十分配慮する必要があること､③「生命倫理･安全対策に関する留意事項（公募
要領14～15頁を参照）」に記載されている研究については､手続き等が必要とされていること､から､このような計画を含む場合には､
計画について講じる対策·措置状況について具体的に記入してください｡

	 研究計画･方法 （平成１６年度）

本研究計画では、太陽内部における磁場の浮上からフレア・コロナ質量放出の発生を経て地球近傍の惑星間磁場（ＩＭＦ）／衝撃波に至るまでの様々な過程の統一的解明と、これら一連の物理過程（マクロ的には電磁流体力学過程）をセルフコンシステントにシミュレーションする統合コードの開発を目指す。ただし、すべての物理過程を一つのコードでシミュレーションする必要は必ずしもない。というのは、エネルギーの流れが磁場の浮上から惑星間衝撃波まで比較的一方通行だからである。本研究計画では、この特徴を利用して、一連の物理過程を４段階（４課題）、
（１）磁場浮上、（２）エネルギー蓄積、（３）フレア・コロナ質量放出（トリガー機構と磁気リコネクション・ダイナミックス）、（４）惑星間磁場・衝撃波、に分け、まず、各段階間の部分統合コードを開発する。次に、部分統合コードごとに最適なコード（＋グリッド）の組で解き、その各段階ごとのデータの結合手段をつくり、統合コード・システムとして完成させる。具体的な計画は以下の通り。（表１、表２参照）
１）まず、上の４段階（４課題）に対応する3次元MHDコードを開発整備する。４課題に対応するコードとしては、すでに既存のコード（modified Lax-Wendroff 法やsemi-implicit法による）を開発済みである。そこで、統合化に合わせて、高精度スキーム（CIP-MOCCT法）によるコードの改良化を可能な限り推進する。（太陽内部や大気中では、強い衝撃波は現れないので、本研究の目的には接触不連続面を精度良く解くのが得意なCIP－MOCCT法が適している。）コードの開発段階では、研究支援者、太陽関係の大学院生（磯部、塩田、成影）だけでなく、宇宙ジェット関係の大学院生（木暮、上原）も動員し、表１のような分担で開発研究を進める。
２）次に、磁場浮上とエネルギー蓄積を統合する3次元ＭＨＤコードの開発を目指す。磁場浮上は太陽内部のアルフベン速度が小さいため、比較的ゆっくりしている（１－３日の時間スケール）が、表面大気ではアルフベン速度が大きく、時間スケールが１０秒ー数分のオーダーになり、一つのコードで扱うのは困難である。そこで内部はＭＨＤで解き、表面大気では準静的（force free）近似で解き、それらを統合させる。（横山・大学院生（磯部）担当）
３）並行して、フレア・コロナ質量放出のトリガー機構の物理的解明を目指す。それに基づいて、エネルギー蓄積コードとフレア・コロナ質量放出コードの統合化を図る。これによって、現実的な観測データに基づくフレア・コロナ質量放出の3次元MHDモデリングも可能になる。

（田沼、研究支援者　担当）

４）3次元フレア・コロナ質量放出MHDコードと惑星間磁場・衝撃波の伝播計算コードを統合する。
これによって、観測されたフレアやコロナ質量放出からどのような擾乱が惑星間空間に伝播していくか、定量的な予測ができるようになる。（柴田、大学院生（塩田）担当）



基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－７
	 研究計画･方法 （平成１６年度（つづき））

５）観測との比較を開始する。観測データとしては、京大飛騨天文台に2004年に完成した太陽磁場活動望遠鏡(SMART)のデータを中心に、日本・世界各地の地上観測データ、スペース観測データ（SOHO,TRACEなど）を活用する。観測データの取得、解析などの環境については、永田が中心となって整備し、実際のデータ解析やシミュレーションとの比較については、永田のほか、横山、柴田、研究支援者、大学院生が担当する。
６）これらの研究計画を実行するには、研究支援者（一人／年）の雇用が不可欠である。さらに、ソフト開発用高速パソコン、および、シミュレーション結果の解析用ソフトなどの購入費用が必要である。その関連消耗品費と計算機整備管理に関わる謝金も必要。最終的な大規模シミュレーションには地球シミュレータ、国立天文台スーパーコンピュータ(共同利用)を用いる。また、地球シミュレータ・センター（神奈川県横浜市）、国立天文台（東京都三鷹市）に出張するための旅費、分担者間の研究打ち合わせ旅費（東京―京都）、研究成果を発表するための国内研究会や国際会議への出席旅費が必要である。
　　　　　　　　　表１　役割分担表
　　　　
課題

基本コード開発

　統合化

観測との比較

（１）磁場浮上

柴田、

大学院生（磯部）

　
横山、

大学院生　（磯部）

永田、

大学院生（磯部）

（２）エネルギー蓄積

横山、

研究支援者
横山、

研究支援者
　

田沼、

研究支援者
（３）フレア・コロナ質量放出

田沼、
研究支援者、
大学院生（塩田）

永田、
大学院生（塩田）

柴田、

大学院生（塩田）

（４）惑星間磁場・
衝撃波

柴田、

大学院生（木暮）
大学院生（上原）
大学院生（成影）

柴田、

大学院生（成影）

　　　　　
　　　　　　　　　　
表

　　　　　　　　　　　　　　　表２　年次計画表
年度
平成１６年
(2004)

　
平成１７年
  (2005)

　
平成１８年
  (2006)

　

基本コード開発


　
統合化


観測との比較


 Solar B 打ち上げ



	基盤研究(A·B·C)
	研究機関名
	京都大学大学院理学研究科
	研究代表者氏名
	柴田一成


基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－８
	 研究計画･方法 （平成１７年度以降）
１）磁場浮上－エネルギー蓄積統合コードの開発（横山、大学院生（磯部））、エネルギー蓄積―フレア・コロナ質量放出コードの開発（田沼、研究支援者）、フレア・コロナ質量放出－惑星間磁場・衝撃波伝播統合コードの開発（柴田、大学院生（塩田））を引続き進め、部分統合コードの完成を目指す。
２) 上記の３つの部分統合コード間のデータのやりとりをする手段(データフォーマット、データのリマッピングの方法)を作り、統合コード・システムの開発をすすめる。その際、世界各地で開発されつつある適合格子法または多重格子法の技術も適宜取り入れる。（横山、柴田、田沼、研究支援者、大学院生（磯部、塩田）担当）

３) 観測との比較を本格的に推進する。ある日の太陽表面の磁場・速度場を元に、次の日の磁場・速度場分布を予測するMHDシミュレーションや、ある時のフレア・コロナ質量放出の観測データを下に、1日後、2日後の惑星間空間擾乱を計算するMHDシミュレーションを行い、観測データと比較

する。観測データとしては、京大飛騨天文台太陽磁場活動望遠鏡（SMART）によって取得された磁場・速度場データを中心に各種データを活用。（永田、横山、柴田、研究支援者、大学院生　担当）
４）Solar B 観測支援研究：　この種のシミュレーションデータは、Solar B 観測プログラムを最適化するためにも活用できる。われわれは、すでに、フレアやコロナ質量放出の2次元MHDシミュレーションの結果を用いて、フレアが Solar B 搭載のX線望遠鏡（XRT）や極紫外線分光撮像装置（EIS)で、どのように観測されるか、観測シミュレーション研究を開始しており、フレアにおけるリコネクション・アウトフローやインフローを検出するには、フィルター組み合わせ、スリット位置、露出時間などをどのように選ばないといけないか検討を始めている(磯部、塩田、柴田ら、2002年、天文学会秋季年会)。Solar B 観測の成果がベストなのものとなるよう、本研究における3次元MHDシミュレーションの結果を用いて、この種の観測シミュレーションとそれによる観測プログラムの検討を詳しく行う。
５) 本計画研究で解明された磁気プラズマの物理を、他の研究者と協力することにより、開発されたコードを用いて、他の天体現象(原始星フレア、降着円盤、宇宙ジェット)に応用する。
６）引き続き、１７年度以降も、これらの研究計画を実行するために、研究支援者（一人／年）の雇用が不可欠である。さらに、大容量外部記憶装置、および、シミュレーション結果の解析用ソフトなどの購入費用が必要である。その関連消耗品費と計算機整備管理に関わる謝金も必要。大規模シミュレーションには地球シミュレータ、国立天文台スーパーコンピュータ(共同利用)を用いるので、そのための出張旅費（地球シミュレータ・センター（神奈川県横浜市）、国立天文台（東京都三鷹市））、分担者間の研究打ち合わせ旅費（東京―京都）、研究成果を発表するための国内研究会や国際会議への出席旅費が必要である。




基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－９
 (金額単位:千円)  
	 設備備品費の明細
	多数の図書､資料を購入する場合は｢西洋中世政治史関係図書｣のように

ある程度､図書､資料の内容が判明するような表現で記入してください｡

	消 耗 品 費 の 明 細

	年 度
	品　名･仕　様
(数量×単価) (設置機関)
	金　額
	品　　　名
	金　額

	１６

　１７

　１８
	パソコン一式・Pentium 4-2.80GHz
（２ｘ498）（京都大学、東京大学）

外部記憶装置・ハードディスクアレイ 840GB
（２ｘ999）（京都大学、東京大学）


	　996
　1998
　　0
	　ソフトウェア
　ソフトウェア

ソフトウェア
	　800
　800

　

800

	基盤研究(A·B·C)
	研究機関名
	京都大学大学院理学研究科
	研究代表者氏名
	柴田一成


                                                                          基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－１０
                                                                                  (金額単位:千円) 
	 旅費等の明細　(記入に当たっては､基盤研究(A･B･C)(一般)研究計画調書作成·記入要領を参照してください｡)

	年度
	国 内 旅 費
	外 国 旅 費
	謝　　　金
	そ　の　他

	
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額
	事　項
	金　額

	 １６

１７

１８
	調査·研究旅費
研究打合せ旅費
成果発表

調査·研究旅費
研究打合せ旅費
成果発表

調査·研究旅費
研究打合せ旅費
成果発表
	　150

　100

　150

150

　100

　150

150

　100

　150
	調査·研究旅費
研究打合せ旅費
成果発表

成果発表

成果発表
	　600

　600

　600
	研究補助
専門的知識の提供
資料提供·閲覧
外国語論文の校閲

研究補助
専門的知識の提供

研究補助
専門的知識の提供
	　300
　100

300
　100

300
　100
	計算機使用料
機器のレンタル料
会議費
印刷費
研究成果投稿料
研究支援者雇用費
(内訳:1×延べ12

研究支援者雇用費
(内訳:1×延べ12)
研究支援者雇用費
(内訳:1×延べ12
印刷費

	 2000
 4000
 4000
 300


基盤Ａ･Ｂ･Ｃ(一般)－１１
	 研 究 業 績
最近５カ年間に学術誌等に発表した論文､著書のうち本計画に関連する重要なものを選定し､研究組織欄に記入された研究者ごとに､現在から
順に発表年次を過去にさかのぼって記入してください｡なお､この頁で記入できない場合は､裏面を使用してください｡

	研究代表者·分担者氏名
(所属研究機関·部局·職) 
	発表論文名·著書名
(論文名､著書名､著者名､学協会誌名､巻(号)､最初と最後のページ､発表年(西暦)について
記入してください。)
(以上の各項目が記載されていれば､項目の順序を入れ替えても可｡著者名が多数にわたる場
合は､主な著者を数名記入し以下を省略(省略する場合､その員数と､掲載されている順番を
○番目と記入)しても可｡なお､研究代表者及び研究分担者にはアンダーラインを付すこと｡)

	柴田　一成

(京都大学・大学院理学研究科・教授)
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